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水防活動は恐ろしい水害から安全な暮らしを守りまも

私たちの住んでいる日本は、雨量が多く、急な傾斜が多い等の条件により、

常に洪水が発生しやすい危険性をもっています。

各地域では、昔から生命や財産を水害から守るため治水対策が行われていますが、

多くの費用と長い期間が必要とされるので、まだまだ水害を根絶するにはいたっておりません。

そこで、機敏な対応で水害を未然に防ぎ、また被害を少なくする「水防活動」が

自分たちの地域を守るうえで重要な役割を担っているのです。

という時のために、
水害への備えをしましょう。

避難場所、避難経路は事前に確認
●安全な避難を行うためには、避難

場所、避難経路を事前に確認して
おくことが重要です。

●洪水ハザードマップなどを活用し
て、どの避難所へどの道を通って避

難するのか確認しておきましょう。

●家族が離れているときの安全確認

の方法を決めておきましょう。

●ハザードマップポータルサイト

http：／／wwwl．gsl．gO．jp／geowww／disapotal／index．html

非常時の持ち出し晶は事前に準備
●貴重品、衣類、非常用食品などを

準備しておきましょう。

●懐中電灯やラジオの準備も大切

です。

●避難時の荷物は必要最低限にし

靡軋　ましょう。

、、無感′∨

気象情報や河川情幸削こ注意
●水害時に避難行動を取るためには、

付近を流れる河川の水位の情報や

雨量の情報、気象予警報、洪水予警
報を把握することが重要です。

●河川の水位が避難判断水位に到達

することや、はん濫警戒情報の発令

が、避難勧告発令の一つの目安で

あり、避難を判断するタイミングの
目安になります。

●浸水後の避難は非常に危険です。

早めに避難しましょう。

●なお、河川の水位や雨量の情報は、

テレビ、ラジオ、携帯電話、インター

ネットなどで入手できます。

亘

みんなの地域をみんなで守る！

インターネット版　http：〟www．riverlgO．jp／

iモード版　　http：／／i．river」gOjpl

水害を未然に防止し、被害を最小限に食い止め、私たちの生命や財産を守るため

責重な役割を果たすのが水防（消防）団です。

一人ひとりが力を合わせてこそ水防は成り立つのです。

現在、水防（消防）団員は、減少、高齢化が進んでおり、

水防活動の充実を図るためにも是非ともあなたの力が必要なのです。

水防（消防）団員は、非常勤の公務員という身分を有しており、

市町村等で手当等が支給されます。

詳しく知りたい方は居住する市町村等にお問い合わせください。


